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平成 17 年 3 月期  第 3 四半期財務・業績の概況（連結） 

    平成 17 年 2 月 3 日 
上場会社名 セガサミーホールディングス株式会社 （コード番号：6460 東証第 1 部） 
（ＵＲＬ http://www.segasammy.co.jp）   
代 表 者 代表取締役会長兼社長 里見 治  
問合せ先責任者 経理部長 清水 俊一 ＴＥＬ：（03）6215 － 9955     
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

  
会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 

     （内容）法人税等の計算につきましては、簡便な方法を採用しております。 

 
２．平成 17 年 3 月期第 3 四半期財務・業績の概況（平成 16 年 4 月 1 日～平成 16 年 12 月 31 日） 
 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況 
 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期（当期） 

純 利 益       
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

17 年 3 月期第 3 四半期 399,443 － 91,985 － 90,721 － 46,224 －

16 年 3 月期第 3 四半期 － － － － － － － －

(参考)16 年 3 月期 － － － － － － － －

 

 １株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後          
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円   銭 円   銭

17 年 3 月期第 3 四半期 375  17 363  57 
16 年 3 月期第 3 四半期 － － 

(参考)16 年 3 月期 － － 
 （注） 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 

 
[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等] 

 

平成 16 年 10 月 1 日、株式会社セガとサミー株式会社は世界的な総合エンタテインメント企業

として更なる強固な地位を確立するため、両社の経営資源を統合し、企業価値を 大限に高める

ことを目的として当社を設立し、新たなスタートを切りました。 

 

当第３四半期迄における連結業績につきましては、遊技機事業におけるパチスロ遊技機「北斗

の拳」の大ヒット及びパチンコ遊技機による新基準機の販売好調、アミューズメント事業におけ

る「甲虫王者ムシキング」の大ヒット等により、売上高で 3,994 億 43 百万円、経常利益 907 億

21 百万円となり順調に推移しております。また、事業統合に伴う社債償還関連として 106 億 44

百万円を特別損失に計上したものの、四半期純利益につきましては 462 億 24 百万円となりまし

た。 

  

なお、事業の概況等につきましては、添付資料４ページの「事業の種類別セグメント情報」、

参考資料５ページ（サミー株式会社 分）及び７ページ（株式会社セガ 分）の「経営成績（連

結）の進捗状況に関する定性的情報等」の欄をご参照下さい。 
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（2）財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 １株当たり 
株 主 資 本      

 百万円 百万円 ％ 円   銭 

17 年 3 月期第 3 四半期 445,551 220,590 49.5 1,867  93 
16 年 3 月期第 3 四半期 － － － － 

(参考)16 年 3 月期 － － － － 
 
 
３．平成 17 年 3 月期の連結業績予想（平成 16 年 4 月 1 日 ～ 平成 17 年 3 月 31 日） 
  

 売上高 経常利益 当期純利益 
 百万円 百万円 百万円

通     期 528,000 94,000 53,500 
（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 447 円 53 銭 
 
［業績予想に関する定性的情報等］ 
 

当第３四半期迄の業績は、概ね計画どおりに推移しております。したがって現時点では平成

16 年 11 月 10 日付発表の通期の業績予想数値に変更はありません。 

なお、上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 3

  〔添付資料〕 
１．（要約）四半期連結貸借対照表 
 

 
 
 
 
 
 
 

（単位：百万円）
期　　別　

　科　　目 金　　額 構成比 金　　額 構成比 金　　額 構成比
% % %

Ⅰ流動資産
1.現金及び預金 146,258 ― ―
2.受取手形及び売掛金 80,607 ― ―
3.たな卸資産 33,430 ― ―
4.その他 26,719 ― ―

流動資産合計 287,016 64.4 ― ― ― ―

Ⅱ固定資産
1.有形固定資産 74,426 16.7

2.無形固定資産 7,617 1.7 ― ― ― ―

3.投資その他の資産 76,491 17.2

固定資産合計 158,535 35.6 ― ― ― ―

資産合計 445,551 100.0 ― ― ― ―

Ⅰ流動負債
1.支払手形及び買掛金 61,863 ― ―
2.短期借入金 12,460 ― ―
3. 1年内償還予定社債 3,128 ― ―
4.その他 40,341 ― ―

流動負債合計 117,793 26.4 ― ― ― ―

Ⅱ固定負債
1.社債 66,916 ― ―
2.長期借入金 14,677 ― ―
3.その他 17,527 ― ―

固定負債合計 99,121 22.3 ― ― ― ―

負債合計 216,914 48.7 ― ― ― ―

少数株主持分 8,045 1.8 ― ― ― ―

Ⅰ資本金 10,000 2.2 ― ― ― ―

Ⅱ資本剰余金 159,014 35.7 ― ― ― ―

Ⅲ利益剰余金 129,404 29.1 ― ― ― ―

Ⅳ土地再評価差額金 △ 6,541 △ 1.5 ― ― ― ―

Ⅴその他有価証券評価差額金 11,140 2.5 ― ― ― ―

Ⅵ為替換算調整勘定 △ 9,415 △ 2.1 ― ― ― ―

Ⅶ自己株式 △ 73,010 △ 16.4 ― ― ― ―

資本合計 220,590 49.5 ― ― ― ―

負債、少数株主持分及び
資本合計

（ 負 債 の 部 ）

（ 資 産 の 部 ）

当第３四半期末 前第３四半期末

(平成16年3月31日現在)(平成15年12月31日現在)(平成16年12月31日現在)

前連結会計年度

（ 少 数 株 主 持 分 ）

（ 資 本 の 部 ）

445,551 ―100.0 ― ― ―
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２．（要約）四半期連結損益計算書 
 

 
 
 
３．事業の種類別セグメント情報 
 

　当第３四半期（自平成16年４月１日　至平成16年12月31日）

売上高

(1) 外部顧客に対する

売上高

(2) ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の

内部売上高又は振替高

計 220,759 63,553 62,305 49,103 18,229 413,952 (14,508) 399,443

営業費用 132,257 57,144 57,273 54,168 18,394 319,237 (11,778) 307,458

営業利益又は営業損失（△） 88,502 6,409 5,032 △ 5,064 △ 164 94,714 (2,729) 91,985

ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ施設 ｺﾝｼｭｰﾏ

70

ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ機器

(14,508)

399,443―

―25 13,838

62,235 17,706 399,443

523 14,508

49,053

50

連  結

220,734 49,714

(単位：百万円）

遊技機 その他 計
消　　 去
又は全社

（単位：百万円）
期　　別　

　科　　目 金　　額 百分比 金　　額 百分比 金　　額 百分比

% % %

Ⅰ売上高 399,443 100.0 ― ― ― ―

Ⅱ売上原価 225,934 56.6 ― ― ― ―

売上総利益 173,509 43.4 ― ― ― ―

Ⅲ販売費及び一般管理費 81,524 20.4 ― ― ― ―

営業利益 91,985 23.0 ― ― ― ―

Ⅳ営業外収益 1,574 0.4 ― ― ― ―

Ⅴ営業外費用 2,837 0.7 ― ― ― ―

経常利益 90,721 22.7 ― ― ― ―

Ⅵ特別利益 4,155 1.0 ― ― ― ―

Ⅶ特別損失 15,324 3.8 ― ― ― ―

税金等調整前四半期(当期)純利益 79,552 19.9 ― ― ― ―

法人税等 32,816 8.2 ― ― ― ―

少数株主損益 511 0.1 ― ― ― ―

四半期(当期)純利益 46,224 11.6 ― ― ― ―

前連結会計年度

至　平成15年12月31日 至　平成16年 3月31日至　平成16年12月31日
自　平成15年 4月 1日 自　平成15年 4月 1日

前第３四半期当第３四半期

自　平成16年 4月　1日
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平成 17 年 2 月 3 日 

上場会社名 セガサミーホールディングス株式会社 （コード番号：6460 東証第 1 部） 

         （サミー株式会社 分）  
 
1． 平成 17 年３月期第３四半期財務・業績の概況（平成 16 年 4 月 1 日～平成 16 年 12 月 31 日） 
 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況 
 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期（当期） 

純 利 益       
 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

17 年 3 月期第 3 四半期 257,824 77.8 83,749 101.9 81,093 100.3 48,022 156.8
16 年 3 月期第 3 四半期 145,010 － 41,491 － 40,493 － 18,703 －

(参考)16 年 3 月期 251,226 － 71,676 － 68,330 － 32,196 －

 （注） 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
 

[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等] 

 
当グループの主力事業である遊技機事業におきましては、前期より販売を開始いたしましたパ

チスロ遊技機『北斗の拳』が当第 3四半期迄で 351 千台、前期からの累計で 611 千台の販売とな

るなど好調を維持し、また 12 月にはパチスロ業界史上初の 13 インチ全面液晶を搭載したロデオ

ブランドの『カイジ』を販売開始するなど、パチスロ遊技機全体としては当第３四半期迄で 534

千台（前年同期 370 千台）を販売いたしました。 

 一方、パチンコ遊技機では、12 月に新たに 10.4 インチの大型液晶を搭載した新基準機の第１

弾となる『ＣＲハクション大魔王２』を販売開始するなどヒット機種のリリースを続け、パチン

コ遊技機全体としては当第３四半期迄で 201 千台（前年同期 123 千台）を販売し、パチスロ遊技

機、パチンコ遊技機ともに前年同期を大幅に上回る販売台数となりました。 

 

 業務用アミューズメント機器事業、家庭用テレビゲームソフト事業及びその他事業におきまし

ても、好調な遊技機事業の２次的な波及効果を受け、前年同期を大幅に上回る販売実績を残しま

した。 

 

以上の結果、当第３四半期迄における連結業績は、売上高は 2,578 億 24 百万円、経常利益は

810 億 93 百万円、四半期純利益は 480 億 22 百万円といずれも大幅な増収・増益となりました。 

 
（2）財政状態（連結）の変動状況 
 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 

 百万円 百万円 ％

17 年 3 月期第 3 四半期 317,949 177,222 55.7 
16 年 3 月期第 3 四半期 225,382 81,529 36.2 

(参考)16 年 3 月期 299,272 112,987 37.8 
 

[財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等] 

 
 総資産は、前期末と比較して 186 億 76 百万円増加し 3,179 億 49 百万円、株主資本は前期末と

比較して 642 億 35 百万円増加し 1,772 億 22 百万円となりました。この結果、株主資本比率は、

17.9 ポイント増加し 55.7％となりました。株主資本比率の増加は、四半期純利益の大幅な増加

による利益剰余金の増加と、新株予約権付社債の株式への転換等による資本の増加が主な要因と

なっております。 

（参考） 
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２．平成 17 年 3 月期の連結業績予想（平成 16 年 4 月 1 日 ～ 平成 17 年 3 月 31 日） 
  
当第３四半期迄の業績は、概ね計画どおりに推移しております。したがって現時点では平成 16

年 11 月 10 日付発表の通期の業績予想数値に変更はありません。 
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平成 17 年 2 月 3 日 

上場会社名 セガサミーホールディングス株式会社 （コード番号：6460 東証第 1 部） 

         （株式会社セガ 分）  
 
1．平成 17 年 3 月期第 3 四半期財務・業績の概況（平成 16 年 4 月 1 日～平成 16 年 12 月 31 日） 
 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況 
 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期（当期） 

純 利 益       
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

17 年 3 月期第 3 四半期 146,506 1.4 8,491 △32.1 8,283 △22.0 3,453 △54.9
16 年 3 月期第 3 四半期 144,512 － 12,504 － 10,626 － 7,655 －

(参考)16 年 3 月期 191,257 － 14,480 － 12,617 － 8,760 －

 （注） 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
 
[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等] 

 

 当第３四半期の事業別概況につきましては、アミューズメント機器販売事業の国内においては、

定番商品の「UFO キャッチャー７」がムシキングバージョン等の取組みも功を奏し堅調に推移し

ました。また新商品の「クエストオブＤ」、定番品である「MJ2」の販売が計画を上回る実績をあ

げることができ、業績に貢献いたしました。プライズ販売については、ディズニーを中心とした

顧客オリジナル商品アイテムの他、ムシキング関連商品が売上に大きく貢献いたしました。海外

につきましても、アジア、欧州、米州の各地域において、堅調に推移いたしました。 

 

アミューズメント施設運営事業におきましては、計画外の閉店などの影響を受け、既存店舗の

売上高前年同期比が 95.4％（計画 100.9％）と下回る結果となりました。一方で、「甲虫王者ム

シキング」は好調を継続しており、売上に大きく貢献する結果となりました。また新商品である

「おしゃれ魔女 ラブ and ベリー」も発売から堅調に推移しております。なお第 3四半期中の新

規出店は 9店舗、閉店は 8店舗であり、当第 3四半期末の店舗数は 469 店舗となっております。 

 

コンシューマ事業における当第３四半期中の販売本数は、日本 7 タイトル 55 万本、米国 11

タイトル 156 万本、欧州 7タイトル 195 万本、合計 25 タイトル 406 万本（計画 26 タイトル 402

万本）となり計画を上回る販売本数となりました。 

国内市場においては、「シャイニング・ティアーズ」(PS2)、「きみのためなら死ねる」(DS)が、

米州では引続き「Sonic Mega Collection Plus」(PS2)が、また欧州では「Football Manager」

(PC)が好調であり収益に貢献いたしました。 

 

以上により、当第３四半期迄における連結業績は、売上高は 1,465 億 6 百万円、経常利益は

82 億 83 百万円、四半期純利益は 34億 53 百万円となりました。 
 
（2）財政状態（連結）の変動状況 
 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 

 百万円 百万円 ％

17 年 3 月期第 3 四半期 209,291 130,188 62.2 
16 年 3 月期第 3 四半期 198,833 95,411 48.0 

(参考)16 年 3 月期 189,055 97,962 51.8 
 
 
 
 

（参考） 
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[財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等] 

 

総資産は、前期末と比較して 202 億 36 百万円増加し 2,092 億 91 百万円、株主資本は前期末

と比較して 322 億 25 百万円増加し、1,301 億 88 百万円となりました。この結果、株主資本比

率は、10.4 ポイント増加し 62.2％となりました。株主資本比率の増加は、サミー株式会社と

共同で株式移転により完全親会社「セガサミーホールディングス株式会社」を設立したことに

伴い、自己株式を親会社株式へ振替えたことが主な要因となっております。 

 
 
２．平成 17 年 3 月期の連結業績予想（平成 16 年 4 月 1 日 ～ 平成 17 年 3 月 31 日） 
  

当第３四半期迄の業績は、概ね計画どおりに推移しております。したがって現時点では平成

16 年 5 月 18 日付発表の通期の業績予想数値に変更はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


